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１ 第 4 次小山市男女共同参画基本計画の概要 
 

（１）計画策定の趣旨 

小山市では、平成 13（2001）年 6 月に「男女共同参画都市宣言」を行い、平成 16

（2004）年 6 月には、「小山市男女共同参画推進条例」を制定し、男女共同参画社会

の実現に向けた基本理念や、市・市民・事業所の責務などを定めました。また、平成

18（2006）年から 5年ごとに「小山市男女共同参画基本計画」を策定し、社会情勢の

変化に対応した男女共同参画の推進に関する施策を積極的に実施してきました。 

しかしながら、性別による役割を固定的にとらえる意識や慣行がいまだ根強く残り、

ＤＶや各種ハラスメントの蔓延、政策・方針決定過程への女性の参画や男性の家庭生

活への参画が十分でないなど、多くの課題が残されています。また、性の多様性への

対応、ワーク・ライフ・バランスのさらなる推進を図るとともに、人生 100 年時代を

見据えた生涯にわたる健康や生きがいづくりへの支援、頻発する大規模災害や世界規

模の感染症拡大に起因する女性に対する深刻な影響及び女性活躍推進に向けた新た

な生活様式への対応など、取り巻く環境の変化に合わせた対策が必要になっています。 

さらに、平成 27（2015）年に国連で採択された持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に

おいて、それぞれの目標達成に向けた取組は、男女共同参画の視点が不可欠であると

されるなど、男女共同参画の推進は、国際的にも重要となっています。 

このような動向を踏まえ、男女が互いに尊重し合い、自らの意思と責任により社会

のあらゆる分野に対等に参画し、誰もがいきいきと生きられる男女共同参画社会の実

現についての取組を引き継ぐとともに、あらゆる分野における女性活躍の支援をさら

に発展させる計画として、「第 4 次小山市男女共同参画基本計画」を令和 3 年 3 月に

策定しました。 
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（２）計画の位置づけ 

 本計画は、小山市男女共同参画推進条例第 7 条に基づく男女共同参画の推進に関

する施策を総合的かつ計画的に推進するための基本的な計画であり、男女共同参画

社会基本法及び女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に規定する計画に

あたります。 

 

 
 

 

（３）計画の期間 

 

計画期間は令和 3（2021）年度から令和 7（2025）年度までの 5年間です。 

 
令和 3 

（2021）年度 

令和 4 

（2022）年度 

令和 5 

（2023）年度 

令和 6 

（2024）年度 

令和 7 

（2025）年度 
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（４）計画の体系 
 

[目指すべき姿]  みんなで 築こう 男女共同参画社会 

 

 

【基本目標 1 男女共同参画社会に向けた意識の向上】 

施策の方針 

1 男女共同参画意識の向上  

2 男女共同参画推進のための教育・学習の充実       重点施策 

3 男性の男女共同参画への理解と支援 

 

 

【基本目標 2 あらゆる分野における男女共同参画の推進】 

施策の方針 

1 政策・方針決定過程への女性の参画          重点施策 女性活躍 

2 産業・就労の分野における女性の活躍と男女共同参画の推進    女性活躍 

3 ワーク・ライフ・バランスの推進           重点施策 女性活躍 

4 地域における共生・協働社会を目指した男女共同参画の推進 

  

 

【基本目標 3 暴力の根絶と安心して生き生きと暮らせる環境づくり】 

施策の方針 

1 女性等に対するあらゆる暴力の根絶          重点施策 

2 人生 100 年時代を見据えた生涯にわたる健康や生きがいづくりの推進 

3 困難を抱える女性等が安心して暮らせる支援      重点施策 

4 男女共同参画の視点に立った防災対策 

 

（５）計画の進捗管理 

計画の実効性を確保するために、「小山市男女共同参画審議会」及び「小山市男女

共同参画推進本部」において計画の進捗状況を把握し、定期的に計画の進行管理を

行う。進捗管理は「ＰＤＣＡサイクル」による「継続的改善」の考え方を基本とし、

「ＰＬＡＮ（計画）」「ＤＯ（実施）」「ＣＨＥＣＫ（評価）」「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

のサイクルを回していくことにより、事業の継続的な改善を図る（充実させる）こ

とを年度ごとに繰り返していく。実績や進捗状況を把握・評価することで、課題を

明確にし、より効果的な推進につなげる。 
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２ 第 4次小山市男女共同参画基本計画に基づく施策の進捗状況 

 

小山市男女共同参画基本計画は、市政のあらゆる領域に及び、推進にあたっては全庁

的な取組を必要とするものであるため、全事業（132 事業・38 所属）について、令和 4

年度事業実績について進捗確認を実施しました。 

審議会におきまして、実施事業について効果的かつ効率的に行われているか、確認を

いただき、進捗状況や今後の取組に対するご意見を集約し、施策に反映することで、よ

りよい男女共同参画推進に活かしてまいります。 

 

 

公表までの流れ            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①推進担当課による進捗確認シート作成（全 132 事業） 

※シート作成に関して、男女共同参画の視点にたった内容とすることに留意す

る。なお、計画期間の初年度については、計画最終年度に向けての「男女共同

参画の視点に立った目標」を設定する。 

②審議会による進捗状況の評価（第三者評価） 

(1)全事業の進捗状況を取りまとめ、集計したもの 

(2)第 4 次基本計画における「5カ年の重点施策」に絞ったもの 

③男女共同参画推進本部への報告 

審議会での評価（第三者評価）を反映した進捗状況報告を行い、意見等を取り

まとめる。 

④公表及び庁内への周知 

年次報告書を作成し、ホームページ等にて公表するとともに、庁内への周知を

することで、次年度以降の事業実施に反映させる。 
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【参考】男女共同参画の視点 

（１） 事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見を聞き、男女の視点が施策

に盛りこまれるようにしているか 

・ 女性、男性双方による企画・立案・実施 

・ 女性、男性双方の市民が事業に参加 

・ これまで一方の性に偏っていた講師、選考委員等において、今年度は他方の

性の講師等を積極的に人選するなど、そのバランスに配慮 

（２） 「女性だから」「男性だから」という固定的な役割分担等にとらわれない内容と

なっているか 

・ 子育て、介護は女性がするものといった、固定的な役割分担にとらわれた事

業内容、周知等になっていないか 

（３） 事業の対象者として男女ともに想定し、男女比のデータを把握し研究している

か 

・ 事業の対象が、どちらかの性に偏っていないか 

・ 男女双方を意識して事業をおこなっているか  

・ 参加者の男女比を把握し偏りがある場合には、その原因を研究しているか 

（４） 男女にとって利用・参加しやすいような配慮をしているか 

・ インターネットの活用等による情報提供、曜日や時間帯の配慮、育児・介護

への便宜 

・ 夫婦や男女ペアでの参加促進、託児の受付 

（５） 広報、出版物やインターネットのホームページなどのイラスト、言葉、文章に

ついて男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫したか 

・ 広報の相手方に「女性の役割」「男性の役割」と受け取られないように、男女

が共に役割を担い、活動しているように表現したか 

・ 性別によって上下関係をつけることなく、男女を対等な立場で表現したか 

・ これまで極端に少なかった女性または男性の出番を積極的に増やしたか（積

極的改善措置） 

・ 女性を、人目を引くための存在（アイキャッチャー）として表現しなかった

か 

・ 男女のいずれにも使用できる言葉で表現するなど、男女共同参画の趣旨に合

致するように表現したか 

（６）事業の効果が男女それぞれに及ぶように配慮したか 

・ 男女間の事実上の格差を解消したり、男女が共に社会参画できるようにした

りするなど、事業の効果が男女それぞれに及ぶように配慮したか 

・ 男女双方の実際的なニーズが満たされたか 

・ 事業を通じ、男女平等のより積極的な推進が図れたか 



  体系別進捗状況と評価（令和4年度実績）

平均点数

施策の方針 事業数 A B C （3点満点）

男女共同参画意識の向上 15 6 8 1 2.3

男女共同参画推進のための教育・学習の
充実

29 8 20 1 2.2

男性の男女共同参画への理解と支援 6 5 1 0 2.8

政策・方針決定過程への女性の参画 8 4 4 0 2.5

産業・就労の分野における女性の活躍と
男女共同参画の推進

18 7 11 0 2.4

ワーク・ライフ・バランスの推進 14 6 7 1 2.4

地域における共生・協働社会を目指した
男女共同参画の推進

15 9 6 0 2.6

女性等に対するあらゆる暴力の根絶 7 5 2 0 2.7

人生100年時代を見据えた生涯にわた
る健康や生きがいづくりの推進

17 7 10 0 2.4

困難を抱える女性等が安心して暮らせる
支援

25 15 10 0 2.6

男女共同参画の視点に立った防災対策 6 1 5 0 2.2

合　　　計 160 73 84 3 2.4
▲複数課にまたがる事業があるため総事業132によりも多くなる

3点

Ｂ：概ね順調　 2点

Ｃ：やや不十分 1点

■　集計結果の状況

基本目標 担当課による評価

基
本
目
標
１

基
本
目
標
２
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 平均点数が、3点満点中2.4点となり、すべての施策の方針で「概ね順調」以上の評価となった。
 最も平均点数が高い施策の方針は、「男性の男女共同参画への理解と支援」となり、一方最も平均点が低
かったのは、「男女共同参画推進のための教育・学習の充実」と「男女共同参画の視点に立った防災対
策」となった。

基
本
目
標
３

【担当課による評価（事業の進捗状況）】　 Ａ：順調

2.3

2.2

2.8

2.5

2.4

2.4

2.6

2.7

2.4

2.6

2.2

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

男女共同参画意識の向上

男女共同参画推進のための教

育・学習の充実

男性の男女共同参画への理解と

支援

政策・方針決定過程への女性の

参画

産業・就労の分野における女性

の活躍と男女共同参画の推進

ワーク・ライフ・バランスの推進
地域における共生・協働社会を

目指した男女共同参画の推進

女性等に対するあらゆる暴力の

根絶

人生100年時代を見据えた生

涯にわたる健康や生きがいづく

りの推進

困難を抱える女性等が安心して

暮らせる支援

男女共同参画の視点に立った防

災対策

体系別進捗状況のバランス



基本目標 施策の方針 取り組む施策 事業№ 事業内容 担当課 新規・Ｆ１ 評価

1 男女共同参画推進のための啓発 人権・男女共同参画課 A

2 男女共同参画啓発誌の発行とその活用 人権・男女共同参画課 A

3 男女共同参画に関する各種情報の提供 人権・男女共同参画課 A

3 男女共同参画に関する各種情報の提供 生涯学習課 C

4 人権擁護委員との協働による人権尊重意識の啓発 人権・男女共同参画課 B

5 人権意識啓発の推進 人権・男女共同参画課 B

6 人権意識についての啓発紙の発行 生涯学習課 B

7 性の多様性に関する意識の普及啓発 人権・男女共同参画課 B

7 性の多様性に関する意識の普及啓発 学校教育課 B

8 性的マイノリティ等の人権に配慮した男女共同参画の推進 人権・男女共同参画課 新規 B

9 ジェンダー平等に配慮した広報 総合政策課 A

10 ジェンダー統計の活用 人権・男女共同参画課 新規 A

11 ジェンダーの視点に立った業務遂行への支援 人権・男女共同参画課 新規 A

12 SDGｓへの取組 人権・男女共同参画課 新規 B

12 SDGｓへの取組 総合政策課 新規 B

13 幼少期からの男女平等意識の浸透のための支援 こども課 新規 B

14 指導者向け男女平等に関する研修会の実施 学校教育課 B

15 男女共同参画に関する講座の開催 人権・男女共同参画課 B

16 関係機関向け研修 人権・男女共同参画課 新規 B

17 庁内における男女共同参画の推進 人権・男女共同参画課 B

17 庁内における男女共同参画の推進 職員課 A

18 参考図書の収集・整備 中央図書館 B

19 おやま・まちづくり出前講座の充実 生涯学習課 B

20 人権についての講演会・講座等の実施 生涯学習課/人権・男女共同参画課 B

21 指導者向けの人権教育研修会の実施 学校教育課 B

21 指導者向けの人権教育研修会の実施 生涯学習課 B

22 事業所の人権研修 生涯学習課 B

23 特定職業従事者人権研修会の実施 人権・男女共同参画課 B

24 地域活動のための学習機会の提供と情報提供 人権・男女共同参画課 A

24 地域活動のための学習機会の提供と情報提供 生涯学習課 A

25 小学校・中学校・義務教育学校の児童生徒のためのキャリアデザイン事業 人権・男女共同参画課 A

25 小学校・中学校・義務教育学校の児童生徒のためのキャリアデザイン事業 工業振興課 C

25 小学校・中学校・義務教育学校の児童生徒のためのキャリアデザイン事業 教育総務課 B

26 多様な文化芸術活動の推進 文化振興課 A

27 公民館実施事業 中央公民館 B

27 公民館実施事業 大谷公民館 A

27 公民館実施事業 間々田公民館 B

27 公民館実施事業 生井公民館 B

27 公民館実施事業 寒川公民館 B

27 公民館実施事業 豊田公民館 B

27 公民館実施事業 中公民館 B

27 公民館実施事業 穂積公民館 A

27 公民館実施事業 桑公民館 B

27 公民館実施事業 絹公民館 A

28 男性の家庭参画のための啓発 人権・男女共同参画課 A

29 男女の生活能力を高める意識啓発 市民生活安心課 A

30 保護者向け講座・交流会 こども課 A

30 保護者向け講座・交流会 健康増進課 A

31 男性の家事・育児・介護等への参画促進 人権・男女共同参画課 A

32 市男性職員の家事・育児・介護等への参画促進 職員課 B

進み具合

A:順調

B:おおむね順調

C:やや不十分
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第4次小山市男女共同参画基本計画　事業一覧（担当課による進捗状況評価入り）

男女共同参画の
視点に立った事
業、講座等の運営

男女共同参画を
推進する啓発の
充実

性的マイノリティ
等を含めた人権
に配慮した男女共
同参画の推進

ジェンダー平等へ
の取組

幼少期からの男
女平等教育の推
進

男女共同参画を
推進する社会教
育・家庭教育の充
実

男女共同参画に
関する男性の理
解促進

男性の家事・育
児・介護等家庭生
活への参画促進

1
　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
意
識
の
向
上

男女共同参画意
識の向上

男女共同参画推
進のための教育・
学習の充実

男性の男女共同
参画への理解と
支援

Ｆ１：令和２年度に開催した「おやまＦ１評定（えふわんひょうじょう）」において提言のあった事業。

「おやまＦ１評定」とは、女性が暮らしやすいまちづくりのさらなる推進を図るため、子育て世代でもある20歳代から40歳代の女性の

意見やニーズを掘り起こすとともに、女性の市政参加を促進するため開催したもの。

いただいた意見や提言の一部を第4次基本計画に反映させている。



基本目標 施策の方針 取り組む施策 事業№ 事業内容 担当課 新規・Ｆ１ 評価

33 市審議会等の女性の参画促進
行政改革課/
人権・男女共同参画課

B

34 政治分野などへの女性参画の推進 人権・男女共同参画課 新規 A

35 市女性職員の活躍支援 職員課 A

36 女性のエンパワーメント支援のための学習機会・情報の提供 人権・男女共同参画課 A

36 女性のエンパワーメント支援のための学習機会・情報の提供 生涯学習課 B

37 女性交流推進事業 人権・男女共同参画課 A

38 男女共同参画を推進するグループ団体への支援 市民生活安心課 B

39 男女共同参画に関する事業を行う団体等への支援 人権・男女共同参画課 新規 B

40 市民に向けた各種ハラスメント防止のための啓発 人権・男女共同参画課 B

41 働く場における各種ハラスメント防止のための啓発 人権・男女共同参画課 B

42 学校における各種ハラスメント防止のための取組推進 学校教育課 B

43 庁内における各種ハラスメント防止のための取組推進 職員課 B

44 男女雇用機会均等法の周知 工業振興課 A

45 家族経営協定の周知・締結 農業委員会事務局 B

46 女性が管理職を希望しやすい職場環境の整備 人権・男女共同参画課 新規 B

47 創業相談 工業振興課 A

48 起業やスキルアップのための講座の開催 工業振興課 A

49 再就職支援情報の提示 工業振興課 A

50 中小企業融資制度 商業観光課 A

51 農業・農村男女共同参画推進事業 農政課 B

52 女性の再就職支援事業 人権・男女共同参画課 B

53 保育士再就職支援事業 こども課 B

54 ビジネス支援事業 中央図書館 B

55 求職者等支援制度の充実 工業振興課 A

56 女性の職業生活における情報の提供 人権・男女共同参画課 B

57 理工系・専門分野への女性の参画促進 人権・男女共同参画課 新規 A

58 ワーク・ライフ・バランスのための情報提供 人権・男女共同参画課 B

58 ワーク・ライフ・バランスのための情報提供 工業振興課 A

59 ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定事業の推進 人権・男女共同参画課 B

60 ワーク・ライフ・バランス推進事業者に対するインセンティブ付与の周知啓発 人権・男女共同参画課 B

61 庁内におけるワーク・ライフ・バランスの推進 職員課 B

62 テレワーク等の推進のための啓発 人権・男女共同参画課 新規 B

63 子育てひろば等の多世代交流事業 こども課 新規/Ｆ１ C

64 多様な保育サービスの充実 こども課 A

65 保育施設整備の促進 こども課 A

66 子育て支援総合センターの運営 子育て家庭支援課 B

67 妊娠・出産・子育てに関する助成制度 子育て家庭支援課 B

68 子育て家庭支援のための保育料助成制度 こども課 A

69 子育て世代等の送迎移動解消に向けた交通環境整備 都市計画課 新規 A

経営者・管理職の
意識向上のため
の取組強化

70 経営者・管理職の意識向上のための取組 人権・男女共同参画課 新規 A

71 地域における女性リーダーの育成 人権・男女共同参画課 新規 B

72 社会教育指導者研修 生涯学習課 A

73 男女共同参画推進協議会への活動支援 人権・男女共同参画課 A

74 ボランティア養成講座の実施 市民生活安心課 A

74 ボランティア養成講座の実施 社会福祉協議会 A

75 ボランティア活動支援 市民生活安心課 B

75 ボランティア活動支援 社会福祉協議会 B

76 介護ボランティア育成支援 高齢生きがい課 B

77 高齢者の社会参画促進 高齢生きがい課 B

78 環境保全活動推進 環境課 A

79 渡良瀬遊水地第２調節池湿地保全活動 自然共生課 新規 B

80 外国人住民への男女共同参画に関する理解の促進 国際政策課 A

80 外国人住民への男女共同参画に関する理解の促進 人権・男女共同参画課 A

81 国際交流協会の活動支援 国際政策課 Ｆ１ A

82 国際的理解の推進 国際政策課 A

進み具合

A:順調

B:おおむね順調

C:やや不十分
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第4次小山市男女共同参画基本計画　事業一覧（担当課による進捗状況評価入り）

２
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

政策・方針決定過
程への女性の参
画

女性の政策・方針
決定過程への参
画推進

女性の人材育成・
エンパワーメント
支援・女性交流事
業

産業・就労の分野
における女性の
活躍と男女共同
参画の推進

産業・就労の分野
における男女の
均等な雇用機会
と待遇の確保の
推進

女性のチャレンジ
への支援

ワーク・ライフ・バ
ランスの推進

仕事と家庭生活
等を両立するた
めの環境整備

子育て環境の充
実

地域における共
生・協働社会を目
指した男女共同
参画の推進

地域活動におけ
る男女共同参画
の推進

多文化共生社会
を目指した推進

Ｆ１：令和２年度に開催した「おやまＦ１評定（えふわんひょうじょう）」において提言のあった事業。

「おやまＦ１評定」とは、女性が暮らしやすいまちづくりのさらなる推進を図るため、子育て世代でもある20歳代から40歳代の女性の

意見やニーズを掘り起こすとともに、女性の市政参加を促進するため開催したもの。

いただいた意見や提言の一部を第4次基本計画に反映させている。



基本目標 施策の方針 取り組む施策 事業№ 事業内容 担当課 新規・Ｆ１ 評価

83 児童虐待防止の啓発 子育て家庭支援課 A

84 暴力追放の啓発と防犯情報の提供 市民生活安心課 A

85 ＤＶ防止啓発活動（小山市パープルリボン運動） 人権・男女共同参画課 A

86 児童生徒を対象としたデートDV・性暴力等に関する予防啓発 人権・男女共同参画課 新規 B

87 ＤＶに関する相談支援 子育て家庭支援課 A

88 児童虐待に関する相談支援 子育て家庭支援課 A

89 ＤＶ被害者の自立支援の充実 子育て家庭支援課 新規 B

90 リプロダクティブ・ヘルス／ライツの理解促進 健康増進課 A

91 性教育の充実 健康増進課 A

91 性教育の充実 学校教育課 A

92 母子保健医療の充実 健康増進課 A

93 健康意識の普及 健康増進課 B

94 食育の推進・啓発 農政課 B

94 食育の推進・啓発 こども課 A

94 食育の推進・啓発 健康増進課 B

94 食育の推進・啓発 学校教育課 B

95 各種検診の充実 健康増進課 B

96 健康相談 健康増進課 B

97 薬物乱用防止に向けた啓発 生涯学習課 A

98 スポーツの推進による健康づくり 生涯スポーツ課 B

99 結婚支援センター事業の啓発の推進 子育て家庭支援課 新規/Ｆ１ B

100 高齢者の孤立を防ぐ交流事業の推進 高齢生きがい課 B

101 人生100年時代への生きがいづくりの支援 人権・男女共同参画課 新規 B

102 生きがいづくりのための講座開催 社会福祉協議会 新規 A

103 法律相談（弁護士） 市民生活安心課 A

104 心配ごと相談（弁護士・相談員） 社会福祉協議会 B

105 家庭内困りごと相談（元家庭裁判所調査官） 市民生活安心課 A

106 人権相談（人権擁護委員） 人権・男女共同参画課 B

107 こころの相談（精神科医師） 福祉課 B

108 市民相談 市民生活安心課 A

109 青少年相談（青少年相談員） 生涯学習課 A

110 スクール・ソーシャル・ワーカーの活用 学校教育課 B

111 消費生活相談（消費生活相談員） 市民生活安心課 A

112 権利擁護相談（あすてらす　おやま専門員） 社会福祉協議会 A

113 女性のための相談（カウンセラー・弁護士） 人権・男女共同参画課 A

114 婦人相談（婦人相談員） 子育て家庭支援課 A

115 外国人住民への相談支援 国際政策課 A

116 社会全体で子育てを支える意識の啓発 子育て家庭支援課 A

117 介護保険制度、サービス等の情報提供 高齢生きがい課 B

118 高齢者虐待防止と啓発 高齢生きがい課 A

119 ひとり親家庭の自立支援 子育て家庭支援課 A

120 ひとり親家庭のための住宅支援 建築課 B

121 子どもの貧困対策の推進 子育て家庭支援課 B

122 地域包括支援センターの運営 高齢生きがい課 A

123 障がい者等の支援 福祉課 B

124 障がい児者基幹相談支援センターの運営 福祉課 B

125 ひきこもり支援に関する取組 福祉課 新規 A

126 犯罪被害者等への支援 市民生活安心課 新規 A

127 性的マイノリティに対する支援 人権・男女共同参画課 新規 B

128 防災における男女共同参画 危機管理課 B

129 防災における男女共同参画意識の啓発 危機管理課 B

129 防災における男女共同参画意識の啓発 人権・男女共同参画課 B

130 避難所運営に男女がリーダーとして参画するための仕組みづくり 人権・男女共同参画課 新規 B

131 防災分野への女性の進出支援 消防総務課 新規 B

132 防災士資格取得の促進と支援 危機管理課 新規 A

進み具合

A:順調

B:おおむね順調

C:やや不十分
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第4次小山市男女共同参画基本計画　事業一覧（担当課による進捗状況評価入り）

男女共同参画の
視点に立った防
災対策

男女共同参画の視点に
立った事業、講座等の
運営視点に立った災害
時対応

防災に関する活動等へ
の女性の参画促進

３
　
暴
力
の
根
絶
と
安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

女性等に対する
あらゆる暴力の
根絶

女性等に対するあらゆ
る暴力の根絶に向けた
意識啓発の推進

ＤＶ根絶のための安全・
安心な相談・支援体制
の充実

人生100年時
代を見据えた生
涯にわたる健康
や生きがいづく
りの推進

男女が互いの性を尊重
する意識の醸成

ライフステージに応じた
男女の生涯にわたる健
康支援や生きがいづく
り

困難を抱える女
性等が安心して
くらせる支援

困難を抱える人が安心
して暮らせるための相
談・啓発の実施

高齢者・障がい者・ひと
り親・性的マイノリティ
等への支援の充実

Ｆ１：令和２年度に開催した「おやまＦ１評定（えふわんひょうじょう）」において提言のあった事業。

「おやまＦ１評定」とは、女性が暮らしやすいまちづくりのさらなる推進を図るため、子育て世代でもある20歳代から40歳代の女性の

意見やニーズを掘り起こすとともに、女性の市政参加を促進するため開催したもの。

いただいた意見や提言の一部を第4次基本計画に反映させている。



 

 １０  

 DV、デート DV に関する情報提供や各種相談窓口の周知について、啓発としてリーフレ

ットやカードを配布することは大切であるが、真に必要としている人へ情報が行き届いて

いるのかを念頭に置いて周知方法を検討する必要がある。いつでもどこでも必要なときに

相談できる環境づくりのため、商業施設等、往来の多い手に取りやすい場所での周知も一

層進める必要がある。官民一体となって周知方法について検討してほしい。 

DV、デート DV の前段階であるつきまとい、ストーカー行為への対策、被害者の支援と

いった一連の支援については、何らかの形で社会とのつながりを作り、孤立させない環境

作りが重要であるため、庁内関係部署及び NPO 法人、警察などの関係機関と連携を図りな

がら支援をしていく必要がある。 

また、男女共同参画の視点に立った防災対策では、関係各課との連携を深めてより充実

した研修会の開催や取り組みを進めてほしい。 

小山市男女共同参画審議会からの基本目標ごとの意見 

 

基本目標１ 男女共同参画に向けた意識の向上 

 

基本目標２ あらゆる分野における男女共同参画の推進 

 

基本目標３ 暴力の根絶と安心して生き生きと暮らせる環境づくり 

 男女共同参画に向けた意識の向上について、確かに男女共同参画という言葉自体も以前

より浸透している気がする。新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に

移行したことに伴い、今後の活動もより期待できるのではないか。 

 様々な機会や場所を通して工夫しながら啓発活動をしていると見受けられるが、いくら

有意義な研修会、講座等を開催しても興味関心がある人しか参加しないのでは啓発として

は不十分である。今後は、講演会やイベントの参加者自身が、家族や知人など周囲の人に

向けて男女共同参画についての理解を深め意識を高めていけるよう、開催内容や配布物等

の工夫をすることも大切。また、さらなる意識の向上のためには、若年層への啓発が重要

であり、学校に出向いて行って全生徒を対象とした講座を開催する等、若い世代が興味、

関心を持てるような取り組みも必要である。 

 あらゆる分野に向けての取り組みが必要であることは理解できるが、あまりにも事業が

多すぎる。一つの担当課だけで事業展開するのではなく、関係する複数の課と横断的に連

携しながら取り組むなど、事業内容が重複している事業を絞ったり、統合したりするなど

の対応も必要ではないか。 

 あらゆる分野における男女共同参画を推進していくためには、職場におけるワーク・ラ

イフ・バランス実現のための制度充実が大切である。そのために、各事業所が取り組みを

進める上で参考となるような、先進的な支援や取り組みを行っている市内の事業所の実践

的な取り組み事例とその効果をまとめる等情報提供を進めてほしい。 
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第４次小山市男女共同参画基本計画における５か年の重点施策 
 

男女共同参画を推進するための施策のうち、令和３年度から令和７年度の５年間で特に

重要であり、小山市男女共同参画審議会や市民からのニーズの高い施策を重点施策として、

推進していきます。 

重点施策１ 男女共同参画推進のための教育・学習の充実  

あらゆる世代において人権尊重の理念に基づく男女共同参画についての意識や男女平

等意識を浸透させるため、親たちに対する子どもの家庭教育や、保育施設や学校におけ

る子どもへの教育を推進するとともに、生涯学習の充実を図ります。 

 

重点施策２ 政策・方針決定過程への女性の参画  

市の審議会等の女性委員選任や、女性職員の職域拡大及び管理職等への積極的な登用、

事業所等への女性活躍に向けた支援により、あらゆる分野における政策・方針決定過程

への女性の参画の拡大を図ります。 

 

重点施策３ ワーク・ライフ・バランスの推進  

安心して子育てのできる環境の整備を図り、長時間労働の削減などの働き方改革や、

男性の育児休業の取得を促進するほか、多様な人々が活躍できるよう、ライフスタイル

に対応した多様で柔軟な働き方の導入の重要性等について周知するとともに、事業所等

におけるワーク・ライフ・バランスを実現するための取組が推進されるよう支援を行い

ます。 

 

重点施策４ 女性等に対するあらゆる暴力の根絶  

男女間のあらゆる暴力の根絶を目指し、ＤＶを防止するための市民への周知・啓発に

加え、適切な被害者支援に取り組みます。 

 

重点施策５ 困難を抱える女性等が安心して暮らせる支援  

さまざまな困難を抱える人が安心して暮らせる社会を構築するため、相談しやすい環

境の整備や、生活・子育て支援、安心できる生活環境の確保等、それぞれの家庭の状況に

対応した総合的な支援を行います。 



重点施策１　男女共同参画推進のための教育・学習の充実 事業番号１３～２７

R4 評価

男女共同参画に関する講座の参加者数
（5年間の累積数）

500人
(単年度
約100人）

317人 88人 B

おやままちづくり出前講
座・男女共同参画推進の
ための地域交流会への参
加者数

成果・活動指標
目標値

R7
R2時点
実績値

実績と進捗状況
根拠・出典

審議会意見

・幼少期からの男女平等意識の浸透を進めるための取り組みは大変重要であるため、より進めてほしい。
男女共同参画推進のためには、大人への啓発よりも幼児・小中学生等を対象とした教育学習を進める方が
効果的であると思うので、若年層向けの事業を企画すべきではないだろうか。
・学校では教職員を対象に性の多様化について研修会等を実施しているが、今後は保護者向けの研修会も
実施していく必要がある。
・中学生向けの男女共同参画啓発誌「みらい」を配布しただけでなく、感想を書いてもらうことで昨年よ
り啓発できたと考える。啓発冊子を配って終わりにさせないために、「総合的な学習の時間」や「特別活
動」の題材に取り上げてもらって出前授業を実施するなど、今後の追従した取り組みに大いに期待した
い。

令和4年度の主な取り組み

○幼少期からの男女平等意識の浸透のための支援　【こども課】
職員間の男女平等意識を確認し、毎日の生活の中で意識の浸透を図る。
⇒男女を色で分けたり、男女を分けた出席簿の作成やグループ分けをしないなど、日々の保育の中で男女
平等を意識した保育を提供した。

○指導者向け男女平等教育研修会の実施　【学校教育課】
教職員を対象にした研修会や研修資料では、ジェンダーについてのアンコンシャスバイアス（無意識の偏
見）を取り上げ、自身のもっているジェンダーバイアス（性差に対する偏見）について振り返り、男女共
同参画の意識を高めた。

○男女共同参画に関する講座の開催　【人権・男女共同参画課】
①おやままちづくり出前講座2回実施
　9/9(金)東光高岳労働組合小山支部 24人参加　　2/7(火)豊田公民館26名参加
②地域交流会　　3/8　城南市民交流センター　38人参加
①②計88人

○関係機関向け研修　【人権・男女共同参画課】
DV防止啓発研修会　11/16（火）
小山市自治会連合会役員、民生委員・児童委員に周知し、参加依頼した。33人参加

○庁内における男女共同参画の推進　【人権・男女共同参画課／職員課】
①新採用職員研修「男女共同参画」　7/14（木）
②初級職員研修「男女共同参画」　8/22（月）

○小学校・中学校・義務教育学校の児童生徒のためのキャリアデザイン事業
　【人権・男女共同参画課／工業振興課／教育総務課】
①3/4　小山総合公園。おやまいちに出店し、来場したこどもたち向けにSDGsシールラリーを開催した。
②こども科学体験バスツアー　募集はしたが直前で新型コロナ感染症拡大の影響により中止。13組35名参
加予定
③キッズ･ユニバーシティ･おやま2022
　・白鷗大学　7/18(月・祝)　19人参加(男12、女7)
　・小山工業高等専門学校　7/30(土)　38人参加（男27、女11）
　・関東職業能力開発大学校　11/7(日)　15人参加（男9、女6）

目標達成に向けた取組と今後の方向性

新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった事業もあったが、関係各課において、コロナ禍にお
いて段階的に事業を再開し、それぞれの対象者に合わせた内容を考慮しながら精力的に行うことができ
た。
今後も継続的に全庁的な取組として改善、見直しを加えながら実施していきたい。
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重点施策２　政策・方針決定過程への女性の参画 事業番号３３～３９

R4 評価

管理的職業従事者全体に占める女性の
割合

30.0%
16.7%

（H27）
14.2%
（R2）

Ｃ 国勢調査

市職員の管理監督職に占める女性の割
合

30%以上 31.0% 30.90% A

審議会等委員に占める女性の割合
40%以上
60%以下

38.9% 35.30% Ｃ

令和4年度の主な取り組み

成果・活動指標
目標値

R7
R2時点
実績値

実績・進捗状況
根拠・出典

○市審議会等の女性の参画促進　【行政改革課／人権・男女共同参画課】
①4月部長課長会議における趣旨説明及び各課に通知周知
②女性委員の参画状況調査の実施　審議会等の女性委員比率　35.3％（562名／1591名）R4.4.1現在
③庁内電子掲示板で積極的な女性委員登用についての周知
④委員委嘱起案決裁時に総務部長合議を促し指導的助言の実施

○市女性職員の活躍支援　【職員課】
　キャリアデザイン研修　11/9（木）25人参加　・11/10（木）36人参加

○政治分野などへの女性参画への推進　【人権・男女共同参画課】
政治分野への女性活躍応援セミナー　8/27（土）・9/5（月）～8（木）のうち1日・10/8（土）・10/29
（土）・11/9（火）全5回　19人参加

○女性のエンパワーメント支援のための学習機会・情報の提供　【人権・男女共同参画課／生涯学習課】
①明日のビジネスを担うリーダー塾　1/25（火）・2/25（金）20人参加
　参加者満足度：「大変満足」「概ね満足」100％
②とちぎウーマン応援塾　（栃木県主催事業）派遣　2人
③栃木県教育委員会主催事業への派遣
　・家庭教育オピニオンリーダー研修派遣　1人

○女性交流推進事業　【人権・男女共同参画課】
【再掲】明日のビジネスを担うリーダー塾　1/25（火）・2/25（金）20人参加
　　　　参加者満足度：「大変満足」「概ね満足」100％

〇男女共同参加に関する事業を行う団体等への支援【人権・男女共同参画課】
男女共同参画に関する事業を行う団体等に対し、市民企画支援事業補助金（仮）を交付し、エンパワーメ
ントを促進するもの。導入自治体の調査を行い、実施要綱（案）を作成した。

目標達成に向けた取組と今後の方向性

政策・方針決定過程への女性の参画を促進するため、あらゆる方面からの取組を進めた。引続き、積極的
な取組を進めるとともに、特に事業所への働きかけを強化するため、関係各課及び関係機関と連携し、事
業の周知や啓発に努める。

審議会意見

・新規事業である「政治分野などへの女性参画の推進」や「男女共同参画に関する事業を行う団体等への
支援」はますます重要になるので力を入れていってほしい。
・政治分野への女性活躍応援セミナーが全5回にわたって開催されたが、さらに裾野を広げるためには、議
会傍聴のみの企画があってもいいのではないか。
・管理的職業従事者全体や審議会委員に占める女性の割合の評価がCであり、今後目標値に近づけるために
は、伸び悩んでいる要因をしっかり把握し、今後の取り組みを見直す必要もあるのではないか。
・管理職に占める女性の割合について、ただ女性を多く登用するだけではなく、男女ともに協働できる組
織づくりも併せて必要である。

13



重点施策３　ワーク・ライフ・バランスの推進 事業番号５８～７０

R4 評価

ワーク・ライフ・バランスの実際の優
先度
(1)仕事と家庭生活の両方
(2)仕事と地域・個人の生活の両方
(3)仕事と家庭生活と地域・個人の生活
のすべて
(1)～(3）を優先する人の割合

40.0% 34.0% - -
小山市男女共同参画に関
するアンケート調査

小山市ワーク・ライフ・バランス推進
事業者認定数

115社 65社
92社

(R4　9社)
Ａ

ファミリー・サポート・センター会員
数

1,050人 968人 886人 Ｃ

令和4年度の主な取り組み

成果・活動指標
目標値
R7

R2時点
実績値

実績・進捗状況
根拠・出典

○ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定事業の推進　【人権・男女共同参画課】
①事業の周知・啓発と認定事業者の取組を周知PR
②令和4年度認定事業者　9社
③認定事業者に対して市事業への参加要請

○庁内におけるワーク・ライフ・バランスの推進　【職員課】
「小山市働き方改革取組指針」推進のため、勤怠管理制度の周知、職員の勤怠管理の徹底・状況報告・検
証を行い、職員のワークライフバランスの推進に努めた。
・年360時間超の時間外勤務を行った職員　108名
・年次有給休暇12日以上の取得率  60％
※小山市職員の平均有給休暇取得日数　13.3日(前年度より0.1日増）

○テレワーク等の推進のための啓発　【人権・男女共同参画課】
①業務効率化＆テレワーク導入セミナー　10/21（金）　21人参加
②テレワーク・在宅勤務に関する情報提供

〇多様な保育サービスの充実【こども課】
保護者の就労形態や子どもの状況などに応じたきめ細かな保育サービスの提供
延長保育（42施設）一時預かり（34施設）病児病後児保育（4施設）休日保育（1施設）病児保育（13施
設）

○経営者・管理職の意識向上のための取組　【人権・男女共同参画課】
①おやまイクボス協議会登録事業所数　75社
②第3回おやまイクボス協議会セミナー「女性が活躍するためのポイントセミナー」
　11/7（月）　13社14人参加

〇子育て支援センターの運営【子育て家庭支援課】
新型コロナ感染症の感染状況を注視しながら感染対策を講じ、支援・相談事業を実施
ファミリー・サポート・センターの依頼会員数　886人

目標達成に向けた取組と今後の方向性

市内事業者との連携を図りながら、各事業を実施し、ワーク・ライフ・バランスの普及・啓発に努めた。
また、庁内では働き方改革を全庁的に推進し、意識の変革に取り組んでいる。
子育てに関する不安や負担感を解消するために、保育施設の整備、ライフスタイルに対応した多様な保育
サービスの提供を行った。

審議会意見

・女性の社会進出のために、今後も保育サービスの充実や学童の待機児童の解消に努めてほしい。
・ワーク・ライフ・バランス推進の意識や取り組みについてはかなり浸透してきていると考えるが、「ラ
イフ」の時間をより充実させるための、活動の場作りを企画・紹介してもよいのではないか。
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重点施策４　女性等に対するあらゆる暴力の根絶 事業番号８３～８９

R4 評価

過去5年以内にDV、デートDVの被害があ
る人の割合

根絶を
目指す

3.5%
（R1）

- -
小山市児童虐待・DV対策
に関するアンケート調査

DV、デートDVに関する相談窓口の認知
度（全体から、“いずれの窓口も知ら
ない”と“無回答”を除いた割合）

70.00%
67.3%
(R1)

- -
小山市児童虐待・DV対策
に関するアンケート調査

令和4年度の主な取り組み

成果・活動指標
目標値
R7

R2時点
実績値

実績・進捗状況
根拠・出典

○DV防止啓発活動（小山市パープルリボン運動）　【人権・男女共同参画課】
小山市パープルリボン運動の実施
①DV防止啓発研修会　11/16（水）市役所本庁舎　33名参加
　ウイメンズハウスとちぎカウンセラーによる講演
　研修会の理解度「よく理解できた」「おおむね理解できた」計100％
②啓発展示
・市役所多目的コーナー（11月）
・中央図書館地域情報コーナー(11/10～11/25）
・デジタルサイネージ（市役所・イオン）
③パープルツリー設置 市内施設9カ所
④小山市男女共同参画推進協議会会員によるパープリリボン作成

○児童生徒を対象としたデートDV・性暴力等に関する予防啓発　【人権・男女共同参画課】
①DV相談カードの設置による、防止啓発と相談窓口の周知（市内公共施設、大型商業施設、小山駅等に設
置。年間設置枚数530枚）
②デートDV防止啓発のための冊子「すてきな関係を築くために大切なこと」作成

○DVに関する相談支援　【子育て家庭支援課】
DV被害者からの相談に対して男女にかかわらず丁寧に対応して傾聴し助言等を行った。保護命令の手続き
やシェルターへの一時避難など安全確保やその後の自立支援等を実施した。

○DV被害者の自立支援の充実　【子育て家庭支援課】
市民等からの寄付を受け、DVにより避難した家庭等が新たな生活を始めるために必要な生活用品を提供し
支援に繋げた。緊急に避難が必要な方からの相談に応じて、随時、NPO法人と協力し支援した。

目標達成に向けた取組と今後の方向性

児童虐待防止啓発と合わせてDV防止啓発を実施するなど、庁内における横断的連携により、より効果的な
啓発が実施できた。DV被害者に対する支援では、安全面に配慮した被害者に寄り添った相談を行い、その
後の自立支援等を実施した。
若年層へのデートDV・性暴力等に関する予防啓発では、若者向けのデートDV防止啓発のための冊子を作成
した。今後は作成した冊子の配布や冊子を活用したセミナーを開催して啓発に努める。

審議会意見

・「児童生徒を対象としたデートDV・性暴力等に関する予防啓発」について、数年前に市内商業施設での
女子高生による痛ましい事件があった。二度とこのような事件が起きないようより一層力を入れていって
ほしい。
・「児童生徒を対象としたデートDV・性暴力等に関する予防啓発」の時期について、児童生徒の発達段階
を考えると、小学生は男女の性を意識して生活することはあまりないので、男女の性を意識し始める中学
2，3年生への啓発が時期的には一番いいと感じている。
・事案に対して早急に対応していただけるNPO法人等の関係機関と密に連携し、DVへの早急な対応を継続し
てしていただきたい。命に関わることなのでぜひお願いしたい。
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重点施策５　困難を抱える女性等が安心して暮らせる支援 事業番号１０３～１２７

R4 評価

ひとり親への就業支援で就労できた人
数
（年度内に就労したひとり親の数）

20人 5人 2人 C

令和4年度の主な取り組み

成果・活動指標
目標値
R7

R2時点
実績値

実績・進捗状況
根拠・出典

○女性のための相談（カウンセラー・弁護士）　【人権・男女共同参画課】
①女性のための心の相談（女性のカウンセラー）　　　毎月1回　相談件数　18件／36枠
②女性のための生き方なんでも相談（女性の弁護士）　奇数月　 相談件数　23件／30枠

○婦人相談（婦人相談員）　【子育て家庭支援課】
婦人相談員による離婚等の相談支援を行う。

○ひとり親家庭の自立支援　【子育て家庭支援課】
母子・父子自立支援員等による相談支援の充実を図る。
「児童扶養手当」、「遺児手当」、「医療費助成」、「貸付」、「教育・技能訓練に対する資金援助」等
の経済的支援を行う。
・児童扶養手当支給実績
　　受給資格者　　　　1,100人
　　支給対象児童数　　1,622人
　　支給実績額　582,033,470円
・遺児手当支給実績
　　受給資格者　　　　　33人
　　支給対象児童数　　　41人
　　支給実績額　 1,377,000円
・ひとり親家庭医療費助成支給実績
　　受給世帯数　　　1,203世帯
　　支給対象者数　　　3,389人
　　支給実績額　 44,241,340円

○ひとり親家庭のための住宅支援　【建築課】
市営住宅の入居募集に際し、募集戸数4戸に1戸の割合で優先入居住宅枠を設け、ひとり親家庭を含む優先
募集を積極的に実施する。年間の募集住宅40戸のうち、優先入居住宅を12戸設けた。

目標達成に向けた取組と今後の方向性

さまざまな相談に対しより的確な支援ができるよう、庁内の担当各課において、きめ細やかな対応を行い
支援につなげている。相談を必要とする方に相談窓口の存在を知ってもらうために、あらゆる場面で情報
に触れてもらえるよう提供の仕方に工夫が必要である。困難を抱える方々が安心して暮らせるまちとなる
よう、それぞれの部署において、課題を把握し解決に導く方法を検討していく。

審議会意見

・ひきこもり支援に関する取り組み、犯罪被害者等への支援、性的マイノリティに対する支援は、ぜひ成
果を上げてほしい。
・ひとり親家庭のための住宅支援事業について、市営住宅の優先入居枠を設けるとともに、実際の入居世
帯数もセットにして数値目標を設定してもいいのではないか。
・少子化問題とも関連するが、子育て困難者の援助･救済の手立てがほしい。先進自治体の例を参考に小山
市でも相談で終わらせず、一歩踏み込んだ活動を期待したい。
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成果指標の進捗状況

項　　目 計 画 策 定 時
（ 令 和 2 年 度 ）

実 績 値
（ 令 和 3 年 度 ）

実 績 値
（ 令 和 4 年 度 ）

目 標 値
（ 令 和 7 年 度 ）

担　当　課

固定的性別役割分担意識に同意しない人の割合

（「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」の質問で、
“そう思わない（どちらかといえばそう思わないを含
む）”と答えた割合）　※1

2
「社会通念や慣習･しきたり」における男女平等意
識
（“男女平等になっている”と答えた割合）　※１

11.4% ー ー 20.0%

性的マイノリティについての認知度

（“性的マイノリティという言葉を聞いたことがあり、
意味も知っている”と答えた割合）　※１

317人

(平成28～

令和元年度)

15.0%

（令和6年）

16.7% 14.2%
(平成27年) (令和2年)

☆ 7 市職員の管理監督職に占める女性の割合 31.0% 30.9% 30.9% 30%以上 職員課

40%以上

60%以下

☆ 9 家族経営協定締結数 302戸 310戸 317戸 342戸 農業委員会

24人

(平成28～

令和1年度)
118人

(平成28～

令和1年度)

ワーク・ライフ・バランスの実際の優先度
※１

(1) 仕事と家庭生活の両方
(2) 仕事と地域・個人の生活の両方
(3) 仕事と家庭生活と地域・個人の生活のすべて
(1)～(3)を優先する人の割合

☆ 13 小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定数 65社 84社 92社 115社 人権・男女共同参画課

☆ 14 ファミリー・サポート・センター会員数（累計） 968人 885人 886人 1,050人 子育て家庭支援課

15 小山市男女共同参画推進サポーターの数(累計) 64人 139人 144人 100人 人権・男女共同参画課

16
過去5年以内にＤＶ、デートＤＶの被害がある人の
割合　※4

3.5% ー ー 根絶を目指す

17
ＤＶ、デートＤＶに関する相談窓口の認知度
（全体から、“いずれの窓口も知らない”と“無回答”
を除いた割合）　※4

67.3% ー ー 70.0%

18 妊婦健康診査受診率 96.4% 90.3% 90.8% 100.0% 健康増進課

19 乳がん検診受診率 35.8% 36.0% 34.7% 60.0% 健康増進課

20 子宮がん検診受診率 25.0% 22.8% 26.1% 60.0% 健康増進課

20人

（令和6年）

22 女性の防災士の養成数（累計） 30人 30人 35人 45人 危機管理課

     ☆　女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく計画（市町村推進計画）の指標

※1　小山市男女共同参画に関するアンケート調査（令和2年、次回は令和7年）

※2　小山市子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（平成30年、次回は令和5年）　

※3　国勢調査（令和2年、次回は令和7年）

※4　小山市児童虐待・ＤＶ対策に関するアンケート調査（令和元年、次回は令和6年）

基本目標

１
　
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
意
識
の

向
上

1 72.7%

4
男女共同参画に関する講座の参加者数
（5年間の累積数）

ー 80.0%

3 70.4% ー 80.0%

ー

ー

88人
500人 人権・男女共同参画課

5 男性の育児休業取得率　※2 4.5% ー

25人

ー

女性の再就職等支援事業の受講者数
（5年間の累積数）

☆ 8 審議会等委員に占める女性の割合 38.9% 35.3% 人権・男女共同参画課

☆ 6 管理的職業従事者全体に占める女性の割合
※3 ー 30.0%

37.8%

男女共同参画社会の実現に向けた施策が総合的に進められるよう設定した、基本目標ごとの指標の進捗状況です。
本市がどれだけ変わったかを表すものです。

３
　
暴
力
の
根
絶
と
安
心
し
て
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り 21

ひとり親への就労支援で就労できた人数
（年度内に就労したひとり親の数） 7人 2人 子育て家庭支援課

☆ 12 34.0% ー

13人 130人

ー

２
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

17

工業振興課

人権・男女共同参画課
子育て家庭支援課

9人

23人 30人

40.0%

☆ 10
創業・起業に関する女性の相談者数
（5年間の累積数） 8人

23人☆ 11



任期：2年（令和4年9月1日～令和6年8月31日）

敬称略・50音順

区　分 氏　名 ﾌﾘｶﾞﾅ 所属団体・役職名等

1
推進員・

サポーター
池村　百合子 ｲｹﾑﾗ ﾕﾘｺ

小山市男女共同参画推進協議会
サポーター

2 議会 大内　晃子 ｵｵｳﾁ ｱｷｺ
小山市議会議員
教育経済常任委員会委員

3 教育 荻原　好恵 ｵｷﾞﾜﾗ ﾖｼｴ
小山市校長会
小山市立乙女小学校校長

4 労働 小倉　秀佳 ｵｸﾞﾗ ﾋﾃﾞｶ
連合栃木下都賀地域協議会
事務局次長

5
推進員・

サポーター
桐生　雅弘 ｷﾘｭｳ ﾏｻﾋﾛ

小山市男女共同参画推進協議会
副会長

6 雇用 小林　正樹 ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｻｷ
ハローワーク小山
小山公共職業安定所長

7 公募 佐野　由美子 ｻﾉ ﾕﾐｺ ―

8 公募 篠田　香織 ｼﾉﾀﾞ ｶｵﾘ ―

9 学識経験者 新谷　由里子 ｼﾝﾀﾆ ﾕﾘｺ 白鷗大学教育学部教授

10 商工 関　比佐江 ｾｷ ﾋｻｴ 小山商工会議所女性経営者会理事

11 農業 中村　浩幸 ﾅｶﾑﾗ ﾋﾛﾕｷ 小山市農業士会代表

12
WLB企業
イクボス

橋本　桂子 ﾊｼﾓﾄ ｹｲｺ 株式会社スリーエイッチ代表取締役

13 地域 山中　亮 ﾔﾏﾅｶ ｱｷﾗ 六軒自治会長

14 人権 山根　吉雄 ﾔﾏﾈ ﾖｼｵ
部落解放愛する会小山市協議会
書記

15 法律 渡辺　丘旭 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾀｶｱｷ
弁護士
岩瀬法律事務所

小山市男女共同参画審議会及びおやま女性活躍推進協議会 委員名簿

　　　女性　8名　　男性　7名　　計　15名　　女性委員の割合　53.33％
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